
修学旅行は高松へ！

修学旅行誘致促進事業助成金のご案内

本助成金をご利用いただき、ぜひ高松へお越しください！！

旅行会社の皆さまへ
お知らせです修学旅行は高松へ！

助成金の流れについては、裏面をご確認ください。

旅程に屋島山上の訪問が含まれるもの１台あたり

それ以外のもの

３５，０００円
２５，０００円

②高松市及び三木町内の当財団の賛助会員施設等に１泊以上の宿泊をするもの
③高松市内の入場等又は体験に要する料金（屋島山上への訪問においては駐車
　料金）を徴する観光地を１か所以上訪問・滞在するもの、又は、無料の工場
　見学等、高松市の魅力を発信することに資する施設等を訪問・滞在するもの。
　この場合、食事（うどんは除く）、休憩を目的として、立ち寄った施設は対象
　としない。
④小学校、中学校、高等学校の学校行事の一環であるもの

⑤構成人数が１５名以上（ガイド・ドライバー除く）であるもの。ただし、
　１校につき１０台までとする。
⑥次のいずれにも該当しないもの
　●旅行目的が、高松市への教育及び観光目的でないもの
　　（宗教、政治、興行、第３号に該当しない学校行事、視察、大会等への参加
　　を目的とするもの、並びに公序良俗に反する内容と判断される時）
　●その他、理事長が不適当と認めるもの

令和２年１０月１日から令和３年３月３１日出発分まで

助成額

対象条件

対象期間

①出発地が香川県外であるもの



修学旅行誘致促進事業助成金修学旅行誘致促進事業助成金

うどん学校

屋島

屋島山上水族館

栗林公園

（公財）高松観光コンベンション・ビューロー観光振興部
【TEL】０８７－８２２－７０６０　【FAX】０８７－８２２－７０６２
【受付時間】 平日 9：00 ～ 17：00　【E-mail】 kanko@takamatsu.or.jp
【住所】760-0019　香川県高松市サンポート１番１号
　　　　　　　　　高松港旅客ターミナルビル７階
【HP】　https://takamatsu.or.jp/

お問合せ先

　　助成金交付の流れ

※第１号から第５号までの関係書類は、当財団のホームページで
　ご確認いただけます。
※各書類は原本の御郵送が必要ですが、まずはファックスやメール
　をお送りいただき、内容の確認をさせていただきますと、手続き
　がスムーズです。



令和２年度 修学旅行誘致促進事業助成金交付要綱 

 

 

 （趣旨） 

第１条 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、国内の学校において実施され

る修学旅行の旅行先の見直しが図られている。このような状況の下、香川県外から

の修学旅行を本市に誘致することにより、持続可能な地域経済の活性化が図られる

ことから、これの誘致を促進するための助成金の交付に関し、必要な事項を定める

ものとする。 

 

（助成対象者） 

第２条  助成対象者は、次条に定める助成要件を満たす修学旅行の実施を委託され

た旅行会社とする。 

 

（助成要件） 

第３条 助成対象となる修学旅行は、次の各号に定める要件をすべて満たし、事前に

公益財団法人高松観光コンベンション・ビューロー理事長（以下「理事長」という）

に助成金を申請し、理事長が承認した修学旅行とする。 

（１）高松市内及び三木町内の公益財団法人高松観光コンベンション・ビューロー

賛助会員施設又は賛助会員団体の会員に加入している宿泊施設に１泊以上の

宿泊をするもの 

（２）高松市内の入場等又は体験に要する料金（屋島山上への訪問においては駐車

料金）を徴する観光地を１か所以上訪問・滞在するもの、又は、無料の工場見

学等、高松市の魅力を発信することに資する施設等を訪問・滞在するもの。こ

の場合、食事（うどんは除く）、休憩を目的として、立ち寄った施設は対象とし

ない。 

（３）国内に設置された小学校、中学校、高等学校の教育や学校行事の一環として、

教職員の引率により児童、生徒が団体行動で見学、研修をする旅行であるもの 

（４）１校の構成人数が１５名以上（ガイド・ドライバーを除く）であるもの 

（５）次のいずれにも該当しないもの 

ア 旅行目的が、高松市への教育及び観光目的でないもの（宗教、政治、興行、

第３号に該当しない学校行事、視察、大会等への参加を目的とするもの、並

びに、公序良俗に反する内容と判断されるとき） 

イ その他、理事長が不適当と認めるもの 

 

 （その他） 

第４条 この要綱に定めのない事項に関しては、募集型・受注型団体旅行誘致促進事

業助成金交付要綱の定めに準ずる。 

２ 前項の規定を準用するにあたり、同要綱中「団体旅行」とあるのは、「修学旅行」

と読み替えることとする。 

３ 申請等に要する様式は、様式第１号から第８号のとおりとし、手続きについては、

第１項のとおりとする。 



附 則 

１ この要綱は、令和２年９月２８日から施行し、令和２年１０月１日から出発する

修学旅行から適用する。 


